
開発事業はいつ頃から、どのようなことを背景として、何を目的に始められたのでしょうか。
開発事業において困難だったことと、その困難を乗り越えたパートナーシップや創意工夫について教えてください。
開発事業の成果はどのように展開される計画でしょうか。市場規模や売り込み先の見込み、展開方法などを教えてください。
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札幌型ものづくり開発推進事業成果事例紹介
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会社情報

　　　　開発事業の目的・背景
　本事業は、2012年8月1日より開始しました。トランスポーターは様々な薬剤の取り込み、排出に関わることから、創薬スクリー
ニングにおいて重要な役割を果たしており、薬剤などのトランスポーター輸送能を定量的に測定できる優れたツールを開発する
ことが望まれています。
　本事業では、肝臓での薬剤の取り込みに重要である、OATP1B1およびOATP1B3をターゲットとし、創薬スクリーニングに
適用可能な蛍光基質の創製を目的としました。

　　　　開発事業の経過
　化合物のライブラリー化にあたり、2012年8月から12月にわたり、9種類の候補化合物を合成しました。また、開発協力機関と
連携し、実際に評価する化合物を3種類に絞りました。その結果、トランスポーターに輸送される胆汁酸類縁体に蛍光色素を標
識化した化合物の他、トランスポーターに輸送される化合物に多く見られるカルボン酸をもった化合物のうち、電荷をもたない蛍
光色素および電荷をもつ蛍光色素の計3種類に絞ることができました。化合物の構造とトランスポーター輸送活性の相関を見
出すことが困難でしたが、有用な候補化合物を１つ見出すことに成功しました。

　　　　事業展開
　今回トランスポーターOATP1B3の輸送基質として優れた結果が出た化合物を利用した、OATP1B3のトランスポーターアッ
セイキットとしての市販化の準備に入る予定です。
　販売先として、CRO（受託臨床試験機関）の他、トランスポーターを用いた評価を受託で行う企業など、トランスポーターに関
連した事業および研究を展開している大学や企業を候補として考えています。
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